
触媒工業協会はきょう１４日、創立５０周年を迎えた。触媒工業は石油や化学、自動

車など基幹産業と密接に結び付きながら発展を遂げ、市場規模は半世紀前から数

十倍以上に拡大した。触媒の技術革新は最終製品の付加価値を高めたり、より快

適な生活を実現するだけでなく、燃料電池などのクリーンエネルギー分野をはじ

め新たな市場の創出にも貢献してきた。グローバル経済が加速するなか、日本で培

った触媒技術の応用領域は今後さらに広がると期待されている。

当
協
会
は
触
媒
工
業
の
健

全
な
発
展
を
促
進
す
る
目
的

で
触
媒
工
業
懇
話
会
と
し
て

１
９
６
５
年
に
発
足
し
、
業

界
活
動
の
本
格
化
に
と
も
な

い
２
年
後
に
現
在
の
触
媒
工

業
協
会
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

発
足
当
初
は
会
員
１３
社
で
し

た
が
、
現
在
は
触
媒
や
原
料

メ
ー
カ
ー
、
販
売
会
社
を
あ

わ
せ
５０
社
が
加
盟
す
る
団
体

へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

こ
の
５０
年
を
振
り
返
る

と
、
触
媒
工
業
は
基
幹
産
業

と
と
も
に
成
長
し
、
技
術
的

に
も
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。

石
油
精
製
や
石
油
化
学
工
業

の
草
創
期
は
触
媒
を
含
め
て

海
外
か
ら
の
技
術
導
入
に
依

存
し
て
お
り
、
安
定
供
給
の

た
め
国
産
化
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
海
外
と

の
合
弁
会
社
を
含
め
た
触
媒

メ
ー
カ
ー
が
設
立
さ
れ
、
海

外
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
を

受
け
て
い
た
石
油
精
製
用
な

ど
を
除
く
触
媒
の
国
内
生
産

が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長

や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

と
も
な
い
公
害
問
題
が
取
り

沙
汰
さ
れ
、
７８
年
に
は
自
動

車
排
ガ
ス
規
制
「
日
本
版
マ

ス
キ
ー
法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
環
境
規
制
が
強
化
さ

れ
る
な
か
で
、
工
場
な
ど
で

は
公
害
防
止
用
触
媒
の
普
及

が
進
み
、
自
動
車
分
野
で
は

ガ
ソ
リ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
と
と

も
に
排
ガ
ス
浄
化
触
媒
の
性

能
も
飛
躍
的
に
向
上
し
、
公

害
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。
石
油
精
製
や
石

油
化
学
工
業
の
拡
大
期
に
当

た
る
９０
年
代
に
は
国
内
の
触

媒
メ
ー
カ
ー
が
独
自
に
改
良

や
新
規
開
発
し
た
触
媒
が
生

産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
技

術
的
に
も
確
固
た
る
基
盤
を

確
立
し
ま
し
た
。

石
油
精
製
、
石
油
化
学
品

製
造
、
自
動
車
排
ガ
ス
浄
化

の
三
大
用
途
を
中
心
に
現
在

の
触
媒
出
荷
額
は
年
間
３
０

０
０
億
円
超
に
上
り
、
世
界

で
も
有
数
の
市
場
規
模
を
誇

り
ま
す
。

経
済
成
長
の
一
翼
を
担
っ

て
き
た
石
油
精
製
や
石
油
化

学
工
業
で
す
が
、
最
近
で
は

人
口
減
少
な
ど
に
と
も
な
う

ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
低
迷
や
化

学
品
の
厳
し
い
国
際
競
争
に

さ
ら
さ
れ
、
製
油
所
や
石
油

化
学
プ
ラ
ン
ト
の
統
廃
合
が

進
ん
で
い
ま
す
。
自
動
車
も

海
外
生
産
シ
フ
ト
が
進
展

し
、
国
内
生
産
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
基
幹
産
業
と

と
も
に
成
長
し
て
き
た
触
媒

工
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
転

換
期
に
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
す
。

一
方
で
、
触
媒
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
国
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

な
ど
の
な
か
で
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
向
け
た
長
期
的

な
道
筋
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、

燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

の
市
販
も
始
ま
り
ま
し
た
。

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
や

輸
送
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
水

素
を
燃
料
に
す
る
タ
ー
ビ
ン

発
電
装
置
の
開
発
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
燃
費
向
上
や
低
コ
ス
ト
化

に
つ
な
が
る
電
極
触
媒
の
開

発
が
進
む
な
ど
、
水
素
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
に
す
る
「
水
素

社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
国

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。わ

れ
わ
れ
触
媒
メ
ー
カ
ー

と
し
て
は
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
技
術
力
を
生
か

し
、
こ
う
し
た
次
世
代
技
術

の
早
期
実
用
化
に
貢
献
す
る

こ
と
が
使
命
で
も
あ
り
ま

す
。当

協
会
は
創
立
５０
周
年
を

機
に
、
今
年
７
月
に
そ
れ
ま

で
の
任
意
団
体
か
ら
一
般
社

団
法
人
と
な
り
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
よ

り
安
定
な
事
業
基
盤
を
作

り
、
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展

を
遂
げ
る
た
め
の
活
動
に
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
ま

ず
は
触
媒
メ
ー
カ
ー
が
適
正

な
競
争
環
境
の
な
か
で
切
磋

琢
磨（
せ
っ
さ
た
く
ま
）で
き

る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む

ほ
か
、
当
協
会
の
趣
旨
に
賛

同
い
た
だ
け
る
加
盟
企
業
の

拡
大
、
他
の
業
界
団
体
と
の

活
発
な
交
流
な
ど
に
も
一
段

と
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

触
媒
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
化
が

進
展
す
る
な
か
で
、
将
来
的

に
は
性
能
評
価
技
術
な
ど
の

国
際
規
格
化
が
必
要
と
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

触
媒
工
業
を
取
り
巻
く
事

業
環
境
は
大
き
な
う
ね
り
の

な
か
に
あ
り
ま
す
が
、
触
媒

が
社
会
の
発
展
を
支
え
る

「
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、

そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
新
時
代
を
切
り
ひ
ら
く

た
め
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
当
協

会
の
活
動
に
厚
い
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
田
中
貴
金
属
工
業
取
締
役

専
務
執
行
役
員
）

戦
後
間
も
な
く
触
媒
は
食

糧
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
化

学
肥
料
や
油
脂
な
ど
の
生
産

で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

基
礎
化
学
品
用
の
生
産
も
順

次
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
化
学
会
社
や
触
媒
専
業

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
硫
酸
触

媒
や
水
素
化
触
媒
な
ど
が
生

産
さ
れ
た
。

１
９
５
０
年
代
後
半
に
な

る
と
製
油
所
や
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
基
礎
化
学
品
の
大
型
プ

ラ
ン
ト
が
建
設
さ
れ
る
の
と

並
行
し
、
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ

ー
に
代
表
さ
れ
る
石
油
化
学

プ
ラ
ン
ト
が
誕
生
し
、
触
媒

需
要
は
飛
躍
的
に
増
え
た
。

石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト
は
欧

米
か
ら
の
導
入
技
術
で
建
設

さ
れ
、
当
初
は
触
媒
も
ほ
ぼ

全
量
を
輸
入
品
が
占
め
た
。

石
油
化
学
工
業
の
発
展
に
と

も
な
い
導
入
技
術
の
改
良
が

進
ん
だ
こ
と
で
、
触
媒
を
輸

入
か
ら
国
産
に
切
り
替
え
る

動
き
が
出
て
き
た
。
こ
の
た

め
５０
年
代
後
半
か
ら
欧
米
企

業
と
日
本
企
業
と
の
合
弁
に

よ
る
触
媒
専
業
メ
ー
カ
ー
が

相
次
ぎ
設
立
さ
れ
た
。

高
度
成
長
期
の
６０
年
代
は

石
油
精
製
や
石
油
化
学
工
業

の
拡
大
期
に
当
た
る
。
触
媒

メ
ー
カ
ー
は
量
的
な
対
応
と

同
時
に
多
種
多
様
な
先
進
技

術
を
導
入
し
な
が
ら
改
良
や

工
夫
を
重
ね
、
国
産
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
触
媒

は
効
率
的
な
化
学
反
応
を
導

く
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ

り
、
こ
の
頃
か
ら
化
学
会
社

な
ど
と
の
共
同
研
究
も
活
発

化
し
た
。

触
媒
工
業
協
会
の
前
身
、

触
媒
工
業
懇
話
会
が
設
立
し

た
６５
年
、
触
媒
の
年
間
出
荷

額
は
５０
億
円
だ
っ
た
。
こ
の

間
に
需
要
業
界
の
化
学
工
業

で
は
国
際
競
争
力
の
強
化
な

ど
を
目
的
と
し
た
エ
チ
レ
ン

セ
ン
タ
ー
や
基
礎
化
学
品
プ

ラ
ン
ト
の
大
型
化
が
一
段
と

進
展
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

５
年
後
の
７０
年
の
出
荷
額
は

約
２
・
７
倍
の
１
３
４
億
円

ま
で
拡
大
し
た
。

高
度
成
長
期
を
ひ
た
走
っ

た
日
本
経
済
の
「
負
の
側
面
」

と
も
い
え
る
大
気
汚
染
な
ど

の
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
、

６０
年
代
後
半
に
か
け
て
公
害

対
策
基
本
法
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
関
連
法
が
相
次
ぎ
制

定
さ
れ
た
。

産
業
界
で
も
公
害
防
止
対

策
が
本
格
化
し
、
触
媒
技
術

が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
。

製
油
所
で
は
重
油
に
含
ま
れ

る
硫
黄
を
取
り
除
く
重
油
脱

硫
触
媒
、
重
油
や
石
炭
な
ど

を
燃
料
と
し
た
ボ
イ
ラ
ー
や

ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
固
定

発
生
源
で
は
選
択
的
接
触
還

元
法
で
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ

ｘ
）
を
取
り
除
く
触
媒
の
需

要
が
大
き
く
伸
長
し
た
。

７０
年
代
に
入
る
と
大
気
汚

染
の
原
因
と
し
て
自
動
車
排

ガ
ス
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
７８
年
に
は
排
ガ
ス
中
の

Ｎ
Ｏ
ｘ
の
９０
％
削
減
を
求
め

る
自
動
車
排
ガ
ス
規
制
「
日

本
版
マ
ス
キ
ー
法
」
が
施
行
。

こ
の
間
に
触
媒
に
よ
る
排
ガ

ス
処
理
技
術
が
急
速
に
進
展

し
、
排
ガ
ス
中
の
炭
化
水
素

や
一
酸
化
炭
素
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
を

同
時
に
取
り
除
く
三
元
触
媒

が
主
流
に
な
っ
た
。

自
動
車
用
触
媒
を
中
心
と

し
た
環
境
保
全
用
触
媒
は
そ

の
後
も
急
成
長
を
続
け
、
８４

年
に
は
当
時
の
触
媒
出
荷
額

７
８
２
億
円
の
５
割
超
を
占

め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

８０
年
後
半
か
ら
９０
年
代
初

め
は
「
バ
ブ
ル
経
済
」
と
呼

ぶ
空
前
の
好
景
気
。
需
要
産

業
の
好
調
な
輸
出
な
ど
に
支

え
ら
れ
、
触
媒
の
需
要
も
石

油
精
製
、
石
油
化
学
品
製
造
、

自
動
車
排
ガ
ス
浄
化
の
三
大

用
途
を
中
心
に
急
増
し
た
。

一
方
で
、
医
薬
品
や
写
真
感

光
材
料
、
化
粧
品
な
ど
高
い

加
工
度
の
化
学
品
も
成
長

し
、
触
媒
ニ
ー
ズ
は
一
段
と

多
様
化
し
た
。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、

自
動
車
や
電
気
、
電
子
材
料

に
代
表
さ
れ
る
加
工
組
立
産

業
は
国
内
市
場
の
成
熟
や
円

高
の
定
着
な
ど
を
背
景
に
海

外
生
産
を
加
速
さ
せ
た
。
化

学
工
業
も
不
採
算
事
業
か
ら

の
撤
退
や
同
業
他
社
と
の
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
を
通
じ
た
「
選

択
と
集
中
」
に
よ
る
業
界
再

編
を
本
格
化
さ
せ
る
。

そ
の
間
も
一
時
期
を
除
き

触
媒
メ
ー
カ
ー
の
経
営
環
境

は
比
較
的
堅
調
に
推
移
し

た
。
９６
年
か
ら
９９
年
の
為
替

が
円
安
基
調
だ
っ
た
こ
と
や

自
動
車
用
を
中
心
に
環
境
保

全
用
触
媒
の
出
荷
が
伸
び
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
触
媒

の
原
料
に
使
わ
れ
る
貴
金
属

価
格
の
上
昇
も
手
伝
い
、
００

年
に
出
荷
額
は
初
め
て
２
０

０
０
億
円
を
突
破
し
た
。

自
動
車
排
ガ
ス
規
制
は
ガ

ソ
リ
ン
車
を
中
心
に
段
階
的

に
強
化
さ
れ
て
き
た
が
、
０５

年
に
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
も

規
制
が
適
用
さ
れ
た
。
石
油

業
界
も
規
制
強
化
に
対
応

し
、
硫
黄
分
を
１０
ｐ
ｐ
ｍ
以

下
に
減
ら
し
た
サ
ル
フ
ァ
ー

フ
リ
ー
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
を

発
売
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

精
製
プ
ロ
セ
ス
で
使
わ
れ
る

超
深
度
脱
硫
触
媒
が
本
格
的

に
普
及
し
た
。

００
年
代
半
ば
か
ら
レ
ア
メ

タ
ル
価
格
が
高
騰
し
た
影
響

も
あ
り
、
０８
年
に
触
媒
出
荷

額
は
５
４
３
７
億
円
と
過
去

最
高
を
記
録
。そ
の
半
面
、同

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

に
端
を
発
し
た
世
界
同
時
不

況
、
１１
年
の
東
日
本
大
震
災

や
対
ド
ル
８０
円
程
度
の
長
期

円
高
な
ど
が
重
な
り
、
こ
こ

数
年
の
出
荷
額
は
３
０
０
０

億
円
台
で
推
移
し
て
い
る
。

需
要
業
界
も
大
き
な
転
換

期
に
あ
る
。
石
油
工
業
で
は

製
油
所
、
石
油
化
学
工
業
も

エ
チ
レ
ン
設
備
の
停
止
を
は

じ
め
と
す
る
汎
用
石
油
化
学

品
の
構
造
改
革
を
一
段
と
進

め
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は

北
米
の
シ
ェ
ー
ル
革
命
や
中

東
で
の
天
然
ガ
ス
ベ
ー
ス
の

投
資
拡
大
、
中
国
の
石
炭
化

学
の
台
頭
な
ど
が
あ
る
。
自

動
車
業
界
も
成
長
拡
大
に
向

け
て
新
興
国
市
場
な
ど
を
中

心
に
資
本
を
投
じ
て
い
る
。

一
方
、
昨
年
は
家
庭
用
燃

料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」

が
累
計
販
売
台
数
１０
万
台
を

突
破
。燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
の
市
販
も
始
ま
っ
た
。

経
済
産
業
省
は
「
水
素
・
燃

料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
中
で
国
内
の
水
素
・

燃
料
電
池
関
連
市
場
は
３０
年

に
１
兆
円
に
上
る
と
試
算
す

る
が
、「
水
素
社
会
」
の
実
現

に
は
燃
料
電
池
や
水
素
製
造

に
使
う
触
媒
が
不
可
欠
だ
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
戦

後
７０
年
に
わ
た
り
触
媒
は
基

幹
産
業
や
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
き
た
。
世
界
的
な
人

口
増
加
や
経
済
発
展
を
背
景

に
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環

境
問
題
は
よ
り
重
要
さ
を
増

し
て
お
り
、
日
本
で
培
っ
た

触
媒
技
術
の
存
在
感
が
さ
ら

に
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
る
。

石
化
発
展
、国
産
化
へ

公
害
防
止
用
途
で
脚
光

水素社会など新たな活躍の場

バ
ブ
ル
後
も
安
定
成
長

進化続ける触媒工業

触
媒
工
業
協
会
５０
周
年

環境整備・交流活動に邁進

新
時
代
開
拓
へ
果
敢
に
挑
戦

市石 知史 会長

２０１５年（平成２７年）１０月１４日（水曜日）【企画記事】 （第三種郵便物認可）（９）


